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研究論文:論文

ホタルの光と人の感性について

感性情報計沼IJ と福祉応用

阿部宣男、稲垣照美、木村尚美、松井隆文、安久正紘

茨i反大学大学院理工学研究科

KANSEI ESTIMATION ON LUrvIINESCENCE OF RREFLY 

KANSEIINFORI\仏TION MEASUREMENT AND WELFARE UTILIZATION 

Norio ABE, Terumi INAGAKl, Naomi Kl MURA , Takafumi MATSUI , Masahiro AGU 

Cradllale School of !baraki Unil'ersiげ， 4-12-! ， Nσkan日 rusaw日ーcho， Hil口chi-shi， lbarロ ki， 316 ・S5 Jf， )apan 

Abstract: The fantastic light of fire fJ y, which keeps fascinating the heart of Japanese from ancie口 t time , and the ecosyst巴m ， are taken 
up as on己 of cure fields being b己nefit from the nature. In this study, from the viewpoi 口 ts of semantic differentials and engin己erlng ， ¥ve 
focused on the light of fire fJ y, and we examined whether they cause the human spirit any effects or not. It was possible to find for 
welfare utilizations that there is the high possibility that a sufficient cure 巴仔己ct exists in the light emissio日 pattern of fir己fJ y and the 
ecosystem. This research is th巴 first basic trial turned to the cr己 atlo 日 of cure space for hospices and welfClre facilities , which utilize 
the firefJy and the mini ecosystem artificially modeled in an enclosure. 
Keywords: Firefly, Kansei, H令lfare 川liz口 lioll

1 .はじめに

戦後の日本は、高度経済成長を遂げ、交通の高速化・情報

化社会の迄震など物質的には豊かになったが、 90 年代に入り、

受験戦争や長期に及ぶ不況・リストラなどによって生活のゆ

とりが喪失するとともにストレス社会が深刻化した。一方、

医療現場やホスビスなどにおいては、現代医学をもってして

も治療函難な人々が数多く存在し、精神的な癒しを日マ求め

ている司このような時代を背景とし、癒しゃヒーリングとい

った言葉が現在注目されるようになってきているコ

自然環境には、そよ風や川のせせらぎなど、人に快適さを

もたらすと言われる 1/[ ゆらぎを有する現象が存在するこ

とが知られている[注 l 、 2 ]。しかしながら、物質的な豊か

さは、高度消資社会を生み、開発に伴う 31i刻、伐保・自動車の

排気ガスによる大気汚染・生活廃水による河川の汚柴なとの

自然環境破墳を引き起こし、元来自然が有する癒し効果の恩

恵を受けづらくしている。自然環境の政境は、 1[11. 1求温暖化や

オゾン層破壊などの原因となるだけでなく、そこで暮らして

きた多綾な生物の生態系を奪い、 f重の存続さえも危ぶませて

いる。

そこで、本研究では、このような自然環I売が本来有する癒

し効果に着目し、幻怨的な光で古より日本人の心を魅了し続

けてきたホタルの光やその生態系としての水圏環境を「癒し」

のーっとして取り仁げ、それが人々の心にとのような効果を

及ぼすのかについて考察した。また、ホタルの免光パターン

やゆらぎの研究[注 3 ]に基づいて開発したバーチャルホタ

ルイルミネーションシステムを利用し、人工の光カ小白 {IPに及
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ぼす影響を感性工学的に考察することにより、不スピスや福

祉施設向けの癒し空間の実現を自指した。同時に、人工のミ

二生態系の有り方についても考察したっ天然のホタルは夏の

ある 時期にしか鑑賞することができないが、人工のシステ

ムではホスピスなとの住人の要議に応じていつでも身近な湯

でホタルの光と癒しを感じてもらえるであろう。

2. 光のゆらぎと脳波について

2.1. 1/ fゆらぎ

1/[ゆらぎとは、パワースベクトルが周波数の逆数に比例

する変動現象である。図 1 は、 1/ [' mode のスペクトルの一

例を示したものである。 1/[Omode を有する変動現象は、ホ

ワイ卜ノイスとも呼ばれ、スペクトルの強度が周波数に依ら

ず一定かつ全くランダムな変動現象である。 1/[ ∞ mode の変

動現象は、ある特定の周波数成分しか持たない規則的な変動

現象である。その中間である 1/[ mode は、ある程度来来を

予測できるが、完全には予測し切れない特徴的な変動である。

すなわち、 1/[0 ゆらぎのように復維で偶然性が強過ぎると

唐突になり、 1/[∞ゆらぎのように単純で期待性が強過ぎる

と退屈になる。この中間が程よ L い快適性を人の感性にもたら

すのではないかと考えられる。 1/[ mode のスベクトルを示

す現象としては、電気j!l抗体から免せられるノイズなどが知

られており、烈i1E音と日干(まれている [i王 4 ]。一方、生体I1望電

位のゆらぎや生体内部で発生している電気信号のゆらぎにも

1/[ mod己のゆらぎ現象が含まれており、これらを 1/[ゆら

ぎと呼んでいる。この 1/ fゆらぎを持つ変動1St象は、長近の
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成念[注 7 、 8J に基づいた人工の「せせらぎ(全長 16 [皿]、

福 1.2 [田]、霊大深さ 0.5 [皿 J)J が温室内に施工されており、

十数世代以上に亘って継続的なホタルの飼育に成功している

準自然のミニ生態系であるJせせらぎ」は、東西方向であり、

一部に蛇行部を設けるとともに、随所に落ち込み部なども設

けてある。この空間は、例え器が人工的でも、中身はほぼ自

然の摂理に従っていると考えられるコすなわち、ここは、水、

土段、値物、空気、温湿度、風、雷り、そして様々な生物遠

の織りなすハーモニ に直接触れることができる空間であり、

自然のカの偉大さとその美しさを「感動」と「感謝」の気持

ちで受け止めることができる空間でもある。ホスピスや福祉

施設などにおいて、春夏秋冬を通してパーテャルホタルイル

ミネーションシステムを侵用した癒し空間を人工的に創造す

る上で絶好な全天候型のモデル環境でもある。

3.2. 発光パターンの撮影方法

ホタルの発光パターンの測定は、デジタルビデオカメラの

映像から濃度解析ソフト((株)ライブラリー製、 Gray-vaJ 32) 

を用いて行った。ゲンジボタルの撮影は 6 月中旬から 7 月上

旬にかけて、へイケポタルは 7 月上旬から中旬にかけて、茨

城県北部山間部(十王町、瓜j室町等)およひ'東京都板橋区エ

コポリスセンターホタル飼育施設において行った。その際、

感性工学

僚々な研究から人間にとって心地良く感じられる現象である

ことが明らかになって来ているが、その理由は未だ解明され

ていない。また、心抱揺らぎに代表されるような人体固有の

変動現象には、 1/[ゆらぎを持つものが多いことが挙げられ

ている[淫 l 、 2 J ，図 2 は、ゲンジボタル(旋)の発光パタ

ーンを FFT解析したパワースベクトルを表した一例であり、

低周波数域で 1/[ moぬが存在していることがわかる。低周

波紋域の変動現象は、ホタルの光が人の網践に主主像する時間

が長く、意識により心地よい仰J き f卦けをする可能性が高いと

考えられる。

2.2. 脳:皮

一般に、脳神経細胞が活動すると電位が発生し [i主 5 J、頭

皮上の異なる 2 点の電位差を計測したものが脳波である。脳

波は、周波数帝によって、 δ 波 (O.4~ 4 [HzJ ・・深い睡眠)、

θ 波 (4~8[HzJ"fi畏気、ぼんやり)、 α波( 8~14[HzJ ・・

リラックス)、 β波(14 [HzJ 以上・・覚醒、興奮)に分類され

ている。この中で α波の出現煩度は、安静開眼1I寺に多く、神

経緊張がなくリラックスした状態にいるかどうかを確かめる

方法として広く利用されている。したがって、ホタルの光を

観察している被験者の脳波を計測すれば、 1/[ゆらぎを有し

ているホタルの発光パターン[注 3J に人がどのような感性

を抱いているのかを客観的に知ることが出来るであろう。
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3. 実験装置および実験方法

3.1. 官能評価法による癒し効果の倹証

本研究では、ホタルの光が人の精神に及ぼす影響や癒しの

効果をより客観的に検討するため、 2000 (平成 12 年度)年初

夏に仮僑区エコポリスセンターホタル飼育結設のせせらぎ空

間で実施したゲンジボタルとへイケボタルの鑑賞会において、

筏々な年齢階層から官能評価[注 6 ]に基づいた意見サンプ

ルを回収、処理・分析した。この鑑賞会は、ホタルが集団か

っ自然に活動している状況下で実施されている。官能評価法

とは、人間の感覚(視覚、聴覚、 I実覚、味覚、触覚)を用い

て対象を評価する評価法である。ここでは、尺度の幅を 7 段

階に持たせた。

また、本研究では、生物情報に基づいたパーテャルホタル

イルミネーションシステムを開発し、ホタルの光を模した人

工の LED 光による癒し効果の存在を検証した。すなわち、板

橋区ホタル飼育施設のせせらぎ空間に本システムを設置し、

2000 (平成 12 年度)年 12 月に冬ホタル鑑賞会と称して地域

住民の方々に鑑賞してもらった。パーテャルホタルイルミネ

ーションシステムによる鑑賞会は、人目に{寸かないように草

花や f直木の中に LED を設置して、被験者の手に直接触れられ

ない状況下において実施した。自黙界のホタルは、特に羽(じ

直後の個体や目立など、飛河することがほとんどなく、このよ

うな設置をしても生態上に大きな違相!惑はないものと考えら

れる。その際、ホタルの光が人工的な光であることを伏せて

実施したわなお、窓見サンプル回収後、被験者にはホタルの

光が人工光であるニとを伝えてある c

仮!島区エコポリスセンターホタル飼育施設は、独自の設計
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ホタルの光と人の感性について

自然な状態で生息しているホタルを接影した{也、水苔を}t~い

た仕切りのあるガラス製シャ レ(直径 96 [四]、深さ 15

[皿皿 J) 内にホタルを拘束して浪影を行った。これは、オス・

メスの発光を区別し、雌雄問の応答を調べるためである。こ

こでは、デジタルビデオカメラの時間分解能力; 30 

[frarne/secJ であることからサンプリングレートを 30 [flz ] 

とし、総長女 1024 [fr日田 eJ、時間にして 34.1 [secJ の画像.を

パソコンに取り込んだっ

3.3. バーチャルホタルイルミネ ションシステム

本システムは、ホタルの発光パタ ンをコンビューターに

取り込み、その生物情報に基づいて íED を発光させるもので

ある。すなわち、バーチヤルホタルイルミネーションシステ

ムに供すべき生物情報は、前節のようにして得られた動画像

に基づいた発光部の時系列な輝度変動であるロ 濃度解析ソフ

トの解f生度は 8 ビットであり、輝度値は 256 階調の相対的な

値で得られる。図 3 は、システム全体の概略図を示したもの

である。コンビューターには、 16 ch の DA ボード( (株) C仰l'EC

製、 DA12-16) を 4枚搭載し、合計 256 個の LED に対して 64

通りの発光パターンを再現することが可能である c 図 4 は、

J 'Îーチヤルホタルイルミネーションシステムの電子回路の詳

細である。使用した LED は、 φ3 [阻]とめ 5 [四]の黄緑

色であり、砂粒子により表面をJ広散薗に加工しである。これ

は、ホタルの発光部を出来る限り忠実に再現するためである

と同時に、発光の色相情報に合致させるためである。生態的

な輝度の考察から、 φ3の LED はへイケボタル、 φ5の LED

はゲンジボタルに見立てている D しかしながら、ホタルの時

系列な輝度変動データは 34秒ほどしかないため、長時間発光

させ続けるにはデータを繰り返し使用せざるを得ない。ここ

では、繰り返しによる違和感や慣れを防ぐため、図 5 に示す

ように、一定の発光パターンの聞に休止区簡を入れ、それを

1/[でゆらがしてある。ここで、 A 区間は取りこんだホタル

の発光パターン、 B 1~B5区間は発光休止区間である。図 5

では、ゲンジボタル(雄)の生物情報の一例を示しているが、

その他にもゲンジボタル(雌)やへイケボタル(雌雄)につ

いてもデータベースを情築してある。

図 6 は、天然のホタルの生物情報とともにバーチヤルホタ

ルイルミネーションシステムの出力としての時系列な輝度変

動を肱大して示したものである。サンプリングレートの関係

から、 1 分間に O. 6[rnsecJほどの誤差が生じているものの、

その輝度変動はほぼ実際のホタルの発光パターンと同保なも

のと考えることができる。図 7 は、パーテャルホタルイルミ

ネーションシステムからの出力に基づいて FFT解析したパワ

ースペクトルを示したものである。この図から、本システム

が誘起する発光パターンにも図 2 に示した天然ホタルの発光

パターンと同係、 1/[ゆらぎモードが存在していることがわ

かる。したがって、開発したバーチヤルホタルイルミネーシ

ョンシステムは、天然のホタルの光を可能な限り忠実に再現

することが可能なシステムでもあるのなお、いすれの図も、

ゲンジボタル wn に対しての比較・考案である。
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4. 結果および考察

4.1. ゲンジボタルの官能評価

図 12~図 21 は、人がゲンジボタルの光やその生態系をど

のように感じているかについて分析した結果であり、績軸-

3 → +3 ほど心地良L 、(癒された)度合いが高いことを示す。

いずれも意見サンプル総数は、渋々な年齢階層の約 450 人で

ある。なお、ゲンジボタルの鑑賞会は、 6 月下旬に実施され

レベル l 以上に対して実に 92 %の人

ている。

図 12 と図 13 から、
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3.4. 脳波測定

本節では、バーチヤルホタルイルミネーションシステムの

有効性を検証するための脳波測定について述べる。脳波の測

定方法には、耳柔を基準電圧に取る耳柔基準単極導出法を用

いた。図 8 に示したように、電極の装着部位は、視覚を司る

後頭葉に近い l 点、とした。また、ボディーアースは額に取り

付けた。被験者は、健康な 20代の男女 22人で、外部からの

電波に影響を受けないシールドルーム内において、いずれも

リクライニングチェアーに座った状態でそれぞれ本システム

を 3回鑑賞し、その時々の脳波を測定した。その際、本シス

テムが発光を開始したら直ぐには測定せず、 l 分ほど時間を

空けてから測定を開始するようにした。これは、測定環境に

慣れさせ、出来る限りリラックスした状態で脳波を安定させ

るためである。本システムの発光パターンには、図 9~図 I1

にそれぞれ示したように、ゲンジボタルの発光パターン、

[HzJ の正弦波、乱数の 3母娘を用いた。被験者には、 l 回

の測定でこの 3パターンを連続して鑑賞してもらい、その後

充分な間隔を空けて合計 3回測定し、それそ寸L毎に脳波に及

ぼす影答を比較した。発光パターンの順序は、被験者の慣れ

や期待感などを防ぐため、浪11定毎にランダムに入れ替えた。

なお、脳波測定には、生体電気現象用増幅器((株)日本電気
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ホタ JGの光と人の!日主につ L 、て

/得、弘、

カ:i C! ホタルの光(;i、美しくて幻想的だ"と回答していること

がわかる c 以下の数字は、全てレベル 1 以上に対しての信で

ある。図 14 と図 15 は、"ホタルの光のみに癌されたか"ある

し、は日ホタルの光と生怠環境に癒されたか"の超旨について

の結果である。 62 %の徒数者 c;t、“ホタルの光の d二ょによって

砲された円と回答しており、 90 %以よの被段者が;j;タルを含

めその空間全体に癒しを感じている c また、回 16 (主、~:鑑賞

後 1) ラックスできた"について尋ねた結果であり、 90 %近く

の人が μ リラックスできた円と回答している。次に、図 17

から図 20 は、生態系の儲成要素であるせせらぎの音、温度、

湿度および香りに対する官能評価結果であり、音に関しては

86 %、温度に関しては 69 %、湿度に関しては 65 %、香り

に閲しては 60 %の彼験者が、これら構成要素についても快

適と感じていることがわかる。したがって、これらの事実は、

ホタルの光とその空間全体による犯し効果を裏付ける上で、

有力な客観的証拠となり得るものと考えられる c すなわち、

図 15 からも明らかなように、人は、ホタルの光以外にも、せ

せらぎの音、温度、湿度および香りに反応しつつ、総合的に

癒しを享受しているものと推察できる。これらの点は、人工

のミニ生態系を設計する上で考慮しなければならない要素で

ある c 図 21 は、被験者が感じたホタルの色相を尋ねた結果を

示しており、緑と黄をほぼ半々に感じていることがわかる。

したがって、人によって、ホタルの光の色に対する感じ方が

遣うことが提案できる。
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験者が快適であると感じていることがわかる。図 1 8 , 1 9 

と図 28 ， 2 9 の最大の相違は、へイケポタルとゲンジボタ

ルの鑑賞会当日におけるせせらぎ空間内外の温湿度差に起因

する。すなわち、へイケポタル鑑賞会当日は、 7 月下旬のと

感性工学

ともあって、室外は高温湿潤な天候であり、空調された空間

内の温熱環境を人がより快適と感じたためであろう。図. 31 

は、被験者が感じたホタルの色相を示しており、緑と黄をほ

ぼ半々に感じていることが伺える。これら一連の結果は、ゲ

ンジポタルの意見分布とほぼ一致している。
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The Color Phase of the Light 

4.2. へイケボタルの宮能評価

図 22 から図 31 は、人がへイケポタルの光やその生態系を

どのように感じているかについて分析した結果であり、ー横軸

-3→+3 ほど心地良い(癒された)度合いが高いことを示

す。様々な年齢階層の意見サンプル総数は、いずれもゲンジ

ボタルとほぼ同数の約 450 人である。なお、へイケボタルの

鑑賞会は、 7 月下旬に実施されている。

図 22 と図 23 から、レベル l 以上に対して実に 94 %の人

が“ホタルの光は、美しくて幻想的である"と回答している

ことがわかる。以下の数字は、全てレベル 1 以上に対しての

値である。図 24 と図 25 は、“ホタルの光のみに癒されたか"

あるいは日ホタルの光と生息環境に癒されたか"の趣旨につ

いての結果である。 60 %の被験者は、“ホタルの光のみによ

って癒された"と回答しており、 90 %以上の被験者がホタル

を含めその空間全体に癒しを感じている n また、図 26 は、“鑑

賞後リラックスできたか"について尋ねた結果であり、 .90'%

近くの人が“リラックスできた"と回答している。次に、図

27 から図 30 は、生態系の隣成要素であるせせらぎの音、温

度、湿度および香りに対する官能評価結果であり、音、温度、

湿度に関しては、約四%の人が、香りに関しでも 71 %の彼

Fig.21 
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4 , 3 バーチャルイルミネーションシステムの官能評価

図 32 から図 42 は、ホタルの光を模した人工バーチヤルホ

タルイルミネーションシステムの光やその生態系を人がどの

ように感じているかについて分析した結果であり、僚軸-3

→ +3 ほど心地良い(癒された)度合いが高いことを示す。

様々な年齢階層の意見サンプル総数は、約 55 人である。

図 32 と図 33 から、レベル l 以上に対して実に 85 %以上

の人が“ホタルの光は、美しくて幻想的であるη と回答して

いることがわかる。以下の数字は、全てレベル 1 以上に対し

ての値である。図 34 と図 35 は、“ホタルの光のみに癒された

か日あるいは“ホタルとその生息環境に癒されたか"の趣旨

についての結果である。 65 %の被験者は、“ホタルの光のみ

によって癒された"と回答しており、 83 %以上の彼験者が“ホ

タルの光と生息環境に癒された"と感じている。また、図 36

は、“鑑賞後リラックスできたか"を尋ねた結果であり、 90 % 

近くの人が“リラックスできた"色回答している。次に、図

37 から図 40 は、生態系の構成要素であるせせらぎの音、温

度、湿度および香りに対する官能評価の結果であり、音、温

度、湿度に関しては、 約 80 %の人が、香りに関しては 83 % 
の人が快適であると感じていることがわかる。図 41 は、鑑賞

した“ホタルは本物だ"と感じたかどうかについての結果で

あり、 61 %の人が“本物だ"と感じたと回答している。図

42 は、被験者が感じたパーテャルホタルイルミネーションシ

ステムの光の色相:を示しており、天然ホタルの光と同様、緑

と黄をほぼ半々に感じていることが伺える。これら一連の結

果は、天然ホタルの意見分布とほぼ一致している。

以上の事実は、バーテャルホタルイルミネーションシステ

ムが創り出す光が天然のホタルの光と同様な輝度変動および

色相を有していることと同時に、人工の光による癒し効果を

裏付ける上で有力な客観的証拠となり得るものと考えられる。

すなわち、バーチャルホタルイルミネーションシステムを援

用した福祉向付人工癒し空間創造への確かな証拠となり得る

ものである。今後は、バーチヤルホタルイルミネーシヨンシ

ステムの有効性をより普通的に裏付けるためにも、天然のホ

タルが活動している最中に人工のオ、タルを設置して、両者が

人の感性に及ぼす影響を同時かつ総合的に計摂11 '評価して行

く必要がある。
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IIw波は、一つの発光パターンにつきサンプリングレート

100 [HzJ、データ数 12000 [声、]、時間にして 2 [皿!日] iRI]定し

た。データを解析する院には、 256 点ずつに分割して FFT に

かけ、積算平均することでおf比を 6倍程度改善している。ま

た、脳波における α 波、 θ 波、 β波の占める割合は、 αi皮、

θ 波、 β波箔域の各パワー{直の比(各周波数帝域のパワー値

/(α 、 θ 、 β 波の総パワー値))を求めることで算出した。

図 43 は、 5実ミ F際祭に i浪測R円別1]定した脳波の生デ一夕である。図 4付4 tは主、

各発光パ夕一ンに対する α 波の 占有卒を iり洲J!川川!I] 定回数毎に求めた

クグ，ラフである。 1 回目の測定ではホタル、正弦波、乱数の発

光パターンに起因する脳波にそれほと差がないが、 2 回目、

3回目と ifl l] 定回数を重ねるにつれてホタルの発光パターン 11寺

に最も α 波が優勢になってくることが分かる。すなわち、

ラックスした状態になっていくと考えられる。図 45 は、各発

光パターンに対する θ 波の占有率を測定回数毎に求めたクラ

フである。 1 回自の iWl定ではホタル、正弦波、乱数の発光パ

タ ー ンにそれほど差は見られないが、 2回目、 3回目と ìß.l] 定

回数を重ねる毎に正弦波と乱数の発光パターン時に θ 波が優

祭になり、ホタルの発光パターンの時には少なくなっている

ことが分かる。すなわち、正弦波や乱数の発光パターンに飽

きが生じていると考えられる。図 4G は、各発光パターンに対

する β 波の占有平を測定回数毎に求めたグラフである c ml]:;芝

を重ねるにつれて、正弦波と乱数の発光パターン時に β波が

{麦おになり、ホタルの発光パターンの時には少なくなり、被

験者が興奮もなくリラックスしていることがj霊祭できる。

以上の知見をt色合すると、 l 回目の測定では、発光パター

ンの違いによって優位になる脳波の違いは見られなかった 。

しかしながら、 2回目、 3回目と測定回数を重ねるにつれて、

ホタルの発光パターンの時に α 波が優位になり 、正弦波や乱

放のパタ ー ンの時に θ 波と β 波が(変 l立になるという結果にな

った 。 これは、どの発光パターンも畏初は“純度だ"と感じ

ているが、 11寺罰が;互つにつれて正弦波やさし款の発光パターン

に飽き が生じ、 θ 波が佼{立にな っ て く るの に比べ、;);タルの

発光パターンは長時間滋貸しても詑きが3!とないためではない

かと考えられる。すなわち、宝物情報に基ついたパーチヤル

ホタルイルミネーンヨンシ ス テムは、正弦波や乱 t::( に!主つい

た発光 J \ タ ンと比q去し、より 多くの n J1i を誘担させること

ができ 、 f年度変動;および色{自なと、天黙のホタルの光を可能
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な限り忠実に演出することが可能であると考えられる。

H\-l止応用について

21 也記は、環境 - 福祉 ・ 情報そしてバイオテクノロジーの

時代と言われている 。 特に生物から得られる情報を~!!佼した

工学は、遺伝子工字に茎ついた医療分野だけではなく、民百Ë'

エ ネルギーの高効率化や人に佼しい ì~111 環境空間を創造す

るのにも有効となり得るの，j::研究では、人やホタルなとの生

物三!L~ 情報を J1~7 析することにより、新たに工学・生物学 ・ 医

学も とを融合させ 、 図 ~7 に 示すような人々の生活に活着した

4.5. 

49 
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5 おわりに

本研究は、ホタルの光と人の感性について実較的な険討を

加えたものである。その結果、以下のようなことが明らかと

なった。

- 官能評価法による感性解析より、ホタルとその生態系に対

する癒しゃリラックス効果が明らかとなった。

・官能評価法による感性解析や脳波解析を iili じて、新たに開

発したパーテヤルホタルイルミネーションシステムもホタ

感性工学

触れ合う場を提供することもできる。

ルを鑑賞するのと同様の効果があることが明らかとなった。

すなわち、本システムは、天然のホタルを模擬した光を提

供することができる。

-脳波解析結果より、ホタルの発光パターンが正弦波や乱数

の発光パターンに比べて、最も α波を誘発することが分か

った。

-バーチヤルホタルイルミネーションシステムは、人工ミニ

生態系とともに福祉空間創造への応用が充分期待できる。
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